
 

  



 

 

  

ご
あ
い
さ
つ 

絵
馬
デ
ジ
タ
ル
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
利
根
町
内
の
神
社
仏
閣
の
関
係
者
の
方
々
の
ご
協
力
の
も
と
町
内

に
残
る
絵
馬
六
十
五
点
の
写
真
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
成
果
の
一
部
を
昨
年
の
三
月
に
「
デ
ジ
タ
ル
で
観
る

利
根
町
ミ
ニ
絵
馬
展
」
と
し
て
皆
さ
ま
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
前
回
は
プ
レ
展
示
と
い
う
こ
と
で
、
小
規
模

な
企
画
展
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
町
内
外
の
皆
様
か
ら
「
利
根
町
に
も
こ
ん
な
に
美
し
い
絵
馬
が
あ
っ
た
の
か
」

「
近
所
に
住
ん
で
い
た
の
に
こ
の
よ
う
な
絵
馬
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
」
「
他
の
絵
馬
も
見
て
み
た
い
」

な
ど
の
多
く
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
回
の
絵
馬
展
は
、
前
回
よ
り
展
示
数
を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、
デ
ジ
タ
ル
写
真
の
サ
イ
ズ
を
大
き
く
し
、
細

部
を
一
目
で
鑑
賞
い
た
だ
け
る
よ
う
部
分
拡
大
を
し
た
写
真
を
増
や
し
ま
し
た
。
絵
馬
の
描
か
れ
た
当
時
の
人
々

の
思
い
や
願
い
、
そ
し
て
時
代
背
景
な
ど
に
少
し
で
も
迫
る
よ
う
、
秘
め
ら
れ
た
人
々
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る

よ
う
で
す
。 

多
く
の
方
々
に
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
、
本
町
の
文
化
の
一
端
に
触
れ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

利
根
町
教
育
委
員
会 

教
育
長 

海
老
澤 

勤 

は
じ
め
に 

利
根
町
内
に
あ
る
絵
馬
の
多
く
が
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
絵
具
の
剥
離
や
汚
れ
等

が
あ
る
の
が
現
状
で
す
。
今
後
さ
ら
に
劣
化
が
進
み
、
将
来
修
復
す
る
必
要
が
出
て
き
た
時
の
た
め
に
色
調
や
描

か
れ
て
い
る
場
面
の
様
子
等
が
残
っ
て
い
る
時
に
、
で
き
る
だ
け
解
像
度
が
高
い
状
態
で
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
し

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

ま
た
、
現
物
の
絵
馬
を
移
動
さ
せ
た
り
す
る
と
湿
度
・
温
度
等
環
境
が
変
わ
り
損
傷
が
急
激
に
進
む
た
め
、
現

在
保
存
し
て
あ
る
場
所
か
ら
の
移
動
は
難
し
く
な
り
、
ま
す
ま
す
人
の
目
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
絵
馬
所
有
の
神
社
仏
閣
で
行
事
等
を
行
う
際
に
、
現
物
を
移
動

し
な
く
て
も
そ
れ
を
印
刷
な
ど
す
れ
ば
様
々
な
活
用
に
気
軽
に
利
用
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
化
が
有
効
に
な
っ
て
き
ま
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
保
管
し
て
あ
る
六
十
五
点
の
絵
馬
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
図
を
、
ス

タ
ッ
フ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
な
り
に
解
釈
・
研
究
を
し
始
め
て
約
二
年
が
経
ち
ま
し
た
。
そ
の
成
果
を
企
画

展
に
ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
々
の
見
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見
等
を
ご
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
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絵
馬
の
意
義 

 

「
絵
馬
」
と
い
う
言
葉
は
、『
本
朝
文
粋
』
に
よ
る
と
、
寛
弘
九
年
（
一
〇
一
二
）
に
大
江
匡
衡
（
お
お
え 

の 

ま
さ
ひ
ら 

公
卿
、
儒
学
者
、
歌
人
）
が
北
野
天
満
宮
に
奉
納
し
た
品
々
の
目
録
中
「
色
紙
絵
馬
三
疋
」
と
あ
る
の
が
初
見
で
あ
る
と

い
わ
れ(

※
⑴)

て
い
ま
す
。 

ま
た
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
の
序
が
あ
る
『(

「)

神(

※
⑵)

道
名
目
良
類
聚
抄
』
に
「
絵
馬 

造
馬
モ
及
サ
ル
モ

ノ
馬
ヲ
畫
テ
奉
ル
ナ
リ 

今
世
俗
馬
ニ
ア
ラ
デ
種
々
ノ
繪
ヲ
図
シ
テ 

献
上
事
ニ
ナ
リ
ヌ
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
江
戸
時
代
中
期
の
享
保
年
間
に
作
成
さ
れ
た
『
今(

※
⑶)

様
職
人
尽
百
人
一
首
』
に
は
「
絵
馬
師 

か
く
と
だ
に
絵

馬
は
神
社
の
捧
げ
も
の 

所
願
を
結
ぶ
施
主
の
思
い
を
」
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

利
根
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
柳
田
國
男
が
自
著
『
板(

※
⑷)

絵
沿
革
』
の
中
で
「
人
が
心
の
中
の
思
い
を
力
強
く
す
る
為

に
、
之
を
絵
に
し
て
永
く
残
る
形
に
し
て
置
こ
う
と
す
る
こ
と
は
、
独
り
絵
馬
だ
け
で
な
く
、
絵
と
い
う
も
の
の
全
般
の

起
源
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
「
言
葉
は
ま
だ
我
々
の
心
の
中
の
も
の
を
、
同
じ
強
さ
で
は

っ
き
り
と
言
い
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
人
に
効
果
が
無
い
こ
と
は
神
様
に
も
ま
た
届
か
ぬ
か
も
知
れ
ぬ
。
そ
れ
を

補
充
し
又
は
代
表
す
る
も
の
が
古
い
世
か
ら
行
わ
れ
た
絵
馬
で
は
無
か
っ
た
ろ
う
か
。
」
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。
絵
馬
は
奉

納
し
た
人
の
心
の
中
の
湧
き
出
る
願
い
事
を
、
言
葉
で
そ
の
ま
ま
は
っ
き
り
と
言
い
表
せ
な
い
の
で
、
そ
れ
を
補
う
た
め

に
絵
で
表
現
し
、
神
仏
に
届
く
よ
う
に
奉
納
し
た
も
の
で
、
自
分
（
自
分
た
ち
）
の
心
の
願
い
・
思
い
を
伝
え
る
の
が
本

来
の
目
的
な
の
で
し
ょ
う
。 

そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
町
内
の
絵
馬
を
観
る
と
、
松(

・)

が
描
か
れ
た
御
社
殿
の
前
で
手
を
合
わ
せ
何
か
を
待
つ

(

・
・)

様
子
の
絵
馬
も
あ
り
ま
す
し
、
染
物
の
作
業
を
描
い
て
い
る
絵
馬
や
、
御
社
殿
の
前
の
川
を
さ
か
の
ぼ
る
米
俵
ら

し
き
物
資
を
沢
山
積
ん
だ
高
瀬
船
を
描
い
て
い
る
絵
馬
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
裕
福
な
商
家
が
家
業
繁
栄
等
を
願
い
奉
納

し
た
り
、
「
伊
勢
講
」
な
ど
講
の
仲
間
が
共
同
で
出
資
し
、
専
門
の
絵
師
に
大
き
い
絵
馬
を
描
い
て
も
ら
い
、
大
願
成
就
等

の
祈
願
と
と
も
に
参
拝
記
念
に
奉
納
し
て
い
る
絵
馬
も
あ
り
ま
す
。 

以
上
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
現
在
の
私
た
ち
が
絵
馬
を
見
る
意
義
は
主
と
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

㈠
文
献
資
料
に
制
約
が
あ
っ
た
り
、
聞
き
取
り
調
査
を
し
て
も
わ
か
ら
な
い
過
去
の
時
代
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
た
り
し

て
、
そ
れ
ら
を
裏
付
け
る
事
柄
や
補
完
す
る
事
柄
が
視
覚
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

🉂

美
術
的
に
価
値
が
あ
る
。
特
に
修
行
を
積
ん
だ
絵
師
の
作
品
は
私
た
ち
に
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
。 

🉁

人
々
が
人
生
で
出
会
う
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
望
み
に
つ
い
て
、
祈
り
・
願
い
、
御
礼
を
絵
に
託
し
て
神
仏
に
示
す
様
子

が
描
か
れ
て
お
り
、
奉
納
当
時
の
生
活
の
様
子
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

㈣
人
と
し
て
の
思
い
や
願
い
を
、
時
間
を
超
え
て
共
感
し
た
り
す
る
こ
と
が
出
来
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
改
め
絵
馬
を
観
る
と
、
当
時
の
人
々
が
私
た
ち
に
語
り
か
け
て
く
る
も
の(

・
・)

や
、
生
活
の

様
子
等
を
感
じ
と
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。 

 



白
井
庄
左
衛
門 

香
取
新
右
衛
門 

大
房
屋
佐
兵
衛 

釜
屋
伊
兵
衛 

萬
屋
平 

七 

加
賀
屋
徳
右
衛
門 

伊
勢
屋
榮
次
郎 

講
元 

 

伊
勢
屋
平 

八 

人  話  世 

  能
楽
石
橋
絵
馬 

春
川
画 

制
作
年
未
詳 

布
川
神
社
蔵 

  
 

絵
馬
の
上
段
に
「
伊
勢
年
参
講
中
」
と
書
か
れ
て
い
る
。「
伊
勢
」
と
は
伊
勢
神
宮
を
指
し
て
お
り
、
「
年
参
講
」
は
年
１
回
の
参
拝
を

行
う
講
（
集
会
）
で
あ
る
。 

 

描
か
れ
て
い
る
場
面
は
「
石
橋

し
ゃ
っ
き
ょ
う

」
と
呼
ば
れ
る
能
の
作
品
の
場
面
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。石
橋
は
能
の
中
で
も
代
表
的
で
、非
常
に
め
で

た
い
も
の
で
あ
り
、絵
馬
か
ら
も
そ
の
優
雅
さ
や
躍
動
感
が
感
じ
ら
れ
る
。 

 
 

背
景
に
は
金
箔
が
貼
ら
れ
、踊
り
手
が
足
を
前
に
踏
み
出
そ
う
と
す
る
一
瞬
の
動
き
が
描
か
れ
て
い
る
。 

制
作
・奉
納
年
代
は
江
戸
時
代
末
期
頃
と
推
測
さ
れ
る
。 



 

  

宇治川先陣争い絵馬（町指定文化財） 春川画 慶応元年丑仲冬（１８６５年１１月） 布川神社蔵 

 奉納者：杉野六兵衛 白井庄左衛門 江戸龜島町 和田屋三右エ門 守谷町 斎藤徳兵衛  世話人：杉野平八 

寿永３年（１１８４）１月２０日に木曽
き そ

義
よ し

仲
なか

と源義経が宇治川で相対した時、義経方の梶原景
かじわらかげ

季
すえ

・佐々木
さ さ き

高綱
たかつな

が源頼朝から与えられた、名馬である磨
する

墨
すみ

・生唼
いけずき

で先陣を争っ

た故事を基に描かれた絵馬である。（左側が梶原景季と磨墨、右側が佐々木高綱と生唼である。）激流渦巻き、水しぶきが飛ぶ宇治川の流れの中、腹帯を直す景季の動き

に合わせ顔を上げる磨墨と、一歩前に追い抜く高綱と前のめりになる生唼の動きを、背景の金箔が躍動感を引き出して描いている。 

 



 

  

張良吹笙絵馬 春川画 制作年未詳 布川神社蔵 

江戸龜島町 和田屋三右衛門  世話人：伊勢屋平八 白井庄左衛門 伊勢屋庄右エ門 草川仁右エ門 
 

秦末期～前漢初期の政治家・軍師であった張良
ちょうりょう

が、鶏鳴山
けいめいざん

（河北省
か ほ く し ょ う

）に上り、項羽の陣に向け「笙
しょう

」という楽器を吹き、楚の曲を奏でている。これは「垓下
が い か

の戦い」と

呼ばれる戦の一幕であり、故事である四面楚歌の元となっているとも言われている。 

制作・奉納年代は江戸時代末期頃と推測される。 

 



 

 

  

天の岩戸絵馬（町指定文化財） 玉峨筆 慶応元紀乙丑五月吉日（１８６５年５月） 布川神社蔵 
 

日本神話の中でも有名な、天照大神
アマテラスオオミカミ

の岩戸隠れの場面を描いている。女性の神として知られる天照大神だが、この絵馬ではひげを生やし、男神として描かれてい

る。左側には猿田彦大神、その足元には太陽を呼び出す常世
と こ よ の

長鳴
ながなき

鳥
ど り

（鶏）が描かれている。右側には神楽達による演奏、その奥には天手力雄神
アメノタヂカラオノカミ

が、足を踏ん張りなが

ら岩戸を開けようとしている場面も描かれている。 



 

 

  
神
功
皇
后
と
武
内
宿
祢
絵
馬
（
町
指
定
文
化
財
） 

玉
峨
筆 

布
川
神
社
蔵 

  
左
側
に
神
功
皇
后
、
右
側
に
赤
ん
坊
（
後
の
応
神
天
皇
）
を
抱
え
て
膝
を
立
て
て
い
る
武
内
宿
祢
が
そ
れ
ぞ
れ
描
か
れ
て
い

る
絵
馬
で
あ
る
。 

慶
応
元
年
（
１
８
６
５
）
５
月
の
節
句
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
が
、こ
の
構
図
や
題
材
と
な
っ
て
い
る
絵
は
他
に
も
存
在
し
、江
戸

の
浮
世
絵
師
・歌
川
国
貞
が
描
い
た
も
の
が
存
在
す
る
。 

武
内
宿
祢
が
赤
ん
坊
を
抱
い
て
、神
功
皇
后
を
見
上
げ
て
い
る
。 



 

  

八岐大蛇退治絵馬 玉峨筆 布川神社蔵 
 

 日本神話で出てくる、伝説の生物である八岐大蛇（ヤマタノオロチ）の伝承では、名前の通り頭と尾がそれぞれ８つあることで知られている。 

 この絵馬はクシナダヒメを守るスサノオノミコトが大きく描かれているが、八岐大蛇はなぜか１匹しか描かれていない。古事記等の記載とは別に描かれている。戦

いの最中を描いたものか、作者の都合なのか定かではない。 



 

 

 

  

鶴・孔雀絵馬 布川神社蔵 

  

鶴が２羽、孔雀が１羽、そして背景に松が描かれているシンプルな絵馬であるが、実は非常に縁起の良い絵馬であることがわかる。 

「鶴は千年」という言い伝えにもあるとおり長寿の象徴として奉られる他、一度結ばれると夫婦として一生を共にする鳥であるといわれ、結婚式の品物にもよく重用さ

れる。 

 孔雀は子孫繁栄の意味を持つ鳥や邪気を払うと言われている鳥であり、松も邪気を払うと信仰されている。 

 



 

布川河岸絵馬（町指定文化財） 金刀比羅神社蔵 
 

現在の利根町役場の周りから、金刀比羅神社・徳満寺にかけて、江戸時代末期の利根川と布川（当時は布川村）の繁栄を描いている。たくさんの船が行き交う中、陸

地には金刀比羅神社、さらに遠くには筑波山が描かれており、現在にも通じる描写も多いことが特徴である。 

船から荷物や人を運んで積み下ろしをする場所を、「河岸
か し

」といい、江戸時代末期の布川村には河岸が６か所もあったという。また積み下ろしに使って河川を走らせる

船を「高瀬船」といい、当時は高瀬船が６０艘ほどあったという。 



 

  

杉野嵩雲絵馬（町指定文化財） 嘉永３年（１８５０）８月奉納  

金刀比羅神社蔵 
  

白装束に身を固め、羽（葉）団扇を手に持ち、刀を背負った武者のような姿をし

た「天狗」が、川で溺れている子どもを助けようとしている様子を描いている。 

 インドを流れるガンジス川の水神「クンピーラ」が金
こ ん

毘
ぴ

羅
ら

（＝金刀比羅）の語源の

元となっていることや、奉納された金刀比羅神社が利根川沿いにあったことから、水

難事故がなくなるように祈りを込めて描かれ奉納されたものだろう。 

 

水難救助絵馬 金刀比羅神社蔵 

  

同神社に奉納されている杉野嵩雲絵馬と同じテーマで描かれているが、異なる描

写として、杉野嵩雲絵馬は天狗が描かれていたのに対し、本絵馬は羽団扇が描かれ

ている。団扇の骨組みがはっきりと確認でき、うっすらと骨組みより  が見える。 

 溺れかけている子どもに対して羽団扇より光線のようなものが注がれ、救助を促し

ている様が見て取れる。 



 

搾油絵馬（町指定文化財） 文政１３年（１８３０）冬奉納 金刀比羅神社蔵 
  

絵馬の左下に「油職人中」と書かれているとおり、搾油の作業過程を絵馬いっぱいに表している。絵馬が奉納された文政の時代は夜間の灯火用品として油が重宝さ

れ、関東を中心とした菜種栽培の普及とその絞油業の立ち上げを積極的に行うよう促した。文政９年（１８２６）には、江戸で一時的な油切れによる大騒動が起こったこ

ともあり、いかに大事業として促進されていたかがわかる。 

 



 

 

  

神功皇后と竹ノ内宿祢絵馬  藤原雲蜂画 天保１２年（１８４１）３月上旬奉納 蛟蝄神社 奥の宮蔵 
 

 布川神社に奉納されている「神功皇后と武内宿祢絵馬」と題材が同じであるが、奉納年はこちらが布川神社の絵馬より２０年以上前であり、作者も異なる。 

 服飾や背景に差はあるものの、構図はほとんど同じである。しかし決定的に描写が異なるのは、竹ノ内（武内）宿祢の顔が、赤ん坊の方を向いているということ。目線だ

けでなく、頭も赤ん坊の方向を向いている。 

 



 

雨乞い祈願絵馬 明治６年（１８７３）６月奉納 蛟蝄神社 奥の宮蔵 
 

 相馬郡下ヶ戸村（現・千葉県我孫子市下ヶ戸）の人々が奉納した、雨乞いをする情景を描いた絵馬である。下ヶ戸村から蛟蝄神社のある立木村（現・利根町立木）まで

は直線距離でも１０ｋｍ以上離れているが、蛟蝄神社は水神を祀る場所として古来より全国に知れ渡っているため、近隣より訪れる人も珍しくない。 
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雨乞い絵馬（町指定文化財） 明治二十四年七月廿日（１８９１年７月２０日）奉納  

蛟蝄神社 奥の宮蔵 

 

蛟蝄神社の「蛟蝄」は“みつち”という読み方があり、すなわち水龍＝雨の神を表している。

奉納当時は雨が降らずに日照りによる干ばつが続き、田んぼや畑の作物が育たない状態だっ

たが、雨乞いをし、ようやく雨が降ったことで地元の人々はたいへん喜んだ。この絵馬は、その

時のことを感謝して奉納されたものである。 

蛟蝄神社に向かって雨乞いに行く人々を表しているが、小さくてシンプルながらも、動きや表

情が非常に豊かに描かれている。青い着物を着て杖をついている人物がいるなど、年配の人

も雨乞いに参加している様子も伺える。 



 

 

  

龍絵馬 田中路人画 昭和４１年（１９６６）制作 蛟蝄神社 奥の宮蔵 

 

蛟蝄神社の主祭神である罔象女命
ミ ツハ ノ メ ノ カ ミ

は日本の代表的な水の神であり、民間信仰においては龍や蛇の姿をしている。 

本絵馬は、他作品と比べて制作年代が比較的新しいこともあり、画風、色合い共にしっかりと現在まで残っている。 

 



 

韓信股くぐり絵馬 文久２年（１８６２）４月 古川高之助 制作・奉納 蛟蝄神社 門の宮蔵 
 

 中国秦末から前漢初期にかけて活躍した韓
かん

信
しん

という武将を描いた絵馬である。韓信がまだ若い時にならず者に因縁を付けられ、「死ぬのが怖くなければ俺の首をはね

るか、それとも怖ければ股をくぐるか選べ」と言われ、韓信は股くぐりを選んだ。大望を持つものは目先のつまらないことで争いを起こさず、一時の恥に耐えることを意味す

る、「韓信の股くぐり」という故事が伝わっている。 

 江戸時代晩期は日本全国に中国文化を題材とした屏風や掛軸などが増え、この絵馬もその影響化で描かれたものだろう。 

 



繋馬絵馬 正徳元年（１７１１）奉納 蛟蝄神社 門の宮蔵 
 

 絵馬としては、杭に繋がれた馬が描かれているという一般的な題材であるが、利根町で現存している絵馬の中ではもっとも最古とされている絵馬である。この絵馬の大き

な特徴は、皮肉にもほとんど消えてしまっているということである。 

 この絵馬の云い伝えとして、「絵馬の馬が夜中に抜け出し、田の稲を食い荒らすので絵馬に手綱を書き足してもらい、馬を杭に縛り付けてからは平和が戻った。しかし、餌

桶を書き忘れたため、馬が弱って色褪せてしまった。」という伝承がある。 

 画の特徴から、狩野派の絵師である狩
か

野
のう

元
も と

信
のぶ

が描いたものと言われているが、詳細は不明である。 

 

 

 

  



 

  

桃園結義絵馬 蛟蝄神社 門の宮蔵 
  

有名な『三国志演義』の一幕である、張飛・劉備・関羽の３人が、桃園にて義兄弟の契りを交わす「桃園結
とうえんけつ

義
ぎ

」の場面を描いた絵馬である。 

 



 

  

間引絵馬（町指定文化財） 徳満寺蔵 
 

利根町内の数ある絵馬の中で、もっとも凄惨を極めた絵であり、間引き（＝子殺し）を表現した絵馬ということ以外、奉納した年、作者、どのような経緯で徳満寺に奉納さ

れたのか、すべては想像にゆだねられている。 

民俗学の父・柳田國男[明治８年（１８７５）～昭和３７年（１９６２）]が、少年時代に大きな影響を受けた絵馬としても有名である。 

女性が産んだばかりの子どもを殺している様子は鬼気迫るものを感じるが、障子に映る女性の影の頭には、まさに鬼の角のようなものが描写されている。 



 

  

紺屋絵馬 相馬郡□□□□衛門奉納 来見寺道了堂蔵 
  

「紺屋（こうや）」とは藍染屋のことをさしており、藍染めの作業風景を表した絵馬である。右側の作業小屋においては、藍の発酵をしている様、白い生地を藍甕で吊り染め

しようとしている様、藍液に浸けた糸を力いっぱい絞っている様が確認できる。手前側においては、元来染めにくい藍を染めやすくするために呉汁（大豆のしぼり汁）を塗り込

む作業や、洗い上げた生地を干す作業が見て取れる。奉納された明治期には、藍染という職が次第に減少していていったため、忘れないように奉納されたものであろうか。 



 

  

道了堂全景絵馬 □素□□川 □素画 明治９年（１８７６）奉納 来見寺道了堂蔵 
  

金刀比羅神社所蔵の「布川河岸絵馬」と類似した景観の絵馬であるが、奉納年代から絵馬の色合いなど、多くの点で異なっている。 

 一番目につくのは、利根川を流れる高瀬舟の数であろう。布川河岸絵馬と比較すると、その数が減少していることが見て取れる。繁栄をしていた利根川・布川河岸の面影は

なく、河岸付近にも人はほとんど見られない。当時の写真ではないため比較する術もないが、道了堂付近には多く人が集まり、多くの信者で賑わったことが推測される。 



 

 

 

  

道了尊参拝絵馬  来見寺道了堂蔵 
 

 絵馬の剥離が激しく奉納年は不明である。門幕には天狗羽団扇紋を配して、桶型提灯に道了尊と書かれ、向かって右に母親らしき大人が、その横に子どもらしき

人物が２人描かれている。建物の紋幕には、梅鉢紋らしき模様が描かれている。来見寺名物である「松替の梅」を象徴しているのだろうか。 



 

  

牛若丸修行絵馬  早尾天神社蔵 
 

安政６年（１８５９）に浮世絵師の歌川国綱によって描かれた『鞍馬山武術之圖』を模写して奉納された絵馬であると思われる。『鞍馬山武術之圖』は様々な画家によ

って模写され、本絵馬も差異はあるが、ほぼ同じ構図で模写されており、その完成度の高さが伺える。中央に若き日の源義経、別名「牛若丸」が烏天狗と修行をしている

様子が描かれている。軍記物語である『義経記』の登場人物であり、弓の名手である御厩喜三太、修行の様子を見守る大天狗の鞍馬山僧正坊が描かれている。 



 

  

常盤御前絵馬 布川たこや画 早尾天神社蔵 
 

平安末期に起こった平治の乱で平清盛に敗れた源頼朝の死後、追ってから逃れるために、常盤御前が子供である「今若」と「乙若」の手を取り道中を進んでいる様

子が描かれている。よく確認しないと判別しづらいが、常盤御前の左手上に「牛若」が抱かれているのが確認できる。雪が積もった寒い道中、少しでも温めようとしてい

る様が見て取れる。 

 



  

女人祈願絵馬（１） 左上 明治３３年（１８９０）旧正月２５日奉納 

女人祈願絵馬（２） 左下  

女人祈願絵馬（３） 右上 

早尾天神社蔵 

  

早尾天神社には、同じ構図の祈願絵馬が他にも２点現存している。このような

祈願をしているものは通称「拝み絵馬」と呼ばれ、描かれている人物も「男拝み」

「女拝み」「子ども拝み」「男女拝み」「父子拝み」「母子拝み」などがある。右側

の幕の画に描かれた文様は梅鉢である。 

絵馬の（１）と（２）は奉納者が同一人物であり、若年期と老年期にそれぞれ描

かれたものであるが、片時も祈願を忘れない信仰心の表れなのだろうか。 

 



 

 

 

 

  

祈願絵馬（１）   左上 明治２３年（１８９０）奉納 

祈願絵馬（２）   右上 明治３４年（１９０１）奉納 

女人祈願絵馬（４） 右下 明治３８年（１９０５）旧正月１９日奉納 

水神宮（押付本田）蔵 

 

早尾天神社の祈願絵馬に引き続き、こちらは押付本田にある水神宮の祈願絵馬

である。左上の祈願絵馬は特に神社全体や川、周辺を描いた構図となっており、社

のまわりに描かれた木々に描かれた点々は桃の花である。 

かつて、江戸時代から明治時代にかけて押付本田から羽根野一帯にかけて桃

の栽培がおこなわれており、それを示す貴重な絵馬である。 

右側の両祈願絵馬は早尾天神社の祈願絵馬と構図が似ているが、神社によっ

て幕に描かれた文様が異なっており、こちらは巴（形状から左三つ巴と推測）の文

様が描かれている。 



 

 

 

  

水神出し絵馬 作者不明 水神宮（押付本田）蔵 

 

江戸時代の押付村には高瀬船が１５艘近くあり、小堀河岸（取手）の依頼を受けて艀下船として活躍していた。 

利根川には複数の船が描かれ、「出し」と呼ばれる上流側には石垣のようなものが積み上げられており、先端付近には杭が打たれて土は流出しないようになっている。 



 

  

女人講絵馬（１） 左下 

女人講絵馬（２） 明治１９年１月奉納 諏訪神社蔵 右上 

 

女人講は、伝統的な地域共同体を基盤とする既婚した女性によって構成さ

れ、そこで安産やより良い子育てを趣旨とする集まりが形成されている。 

活動は日常生活からのつかの間の開放や、女性同士の連帯感を強め、伝統

行事における意味を持っていた。 

上段の絵馬は、筑波郡上萱場むら（現・取手市上萱場）と記載され、他地域

からも奉納されていたことがわかる。神社の位置が遠く見える構図より、遠方か

ら参拝していることを示していると推測される。 



 

 

 

 

杉野東山篆額（町指定文化財）杉野東山筆 左上 泉見寺蔵 

烏天狗彫刻額 左下 来見寺蔵 

杉野東山篆額 右上 杉野東山筆 金刀比羅神社蔵 

 

 これらは絵馬ではないが、布川の書家である杉野東山の篆額と、今なお

存在感を際立たせている烏天狗が描かれた彫刻額は、町の数少ない歴史

的な芸術作品として本図録に紹介させていただく。 
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四

八
四
.
五
×
一
七
〇

三
三
.
五
×
四
八

六
〇
×
九
〇

六
六
×
九
七

一
〇
五
.
五
×
一
六
六

九
九
.
五
×
一
四
四
.
六

八
三
.
四
×
九
九
.
五

奉
納
年

五
五
×
八
七

八
七
×
一
一
七

三
二
×
四
五

二
七
×
三
八
.
五

四
三
.
五
×
五
七

七
七
×
九
一

五
五
.
三
×
七
六

三
二
.
二
×
五
四
.
五

三
二
.
二
×
四
五
.
三

慶
応
二
年
三
月

慶
応
元
年
五
月

慶
応
元
年
五
月

慶
応
元
年
仲
冬

天
保
十
二
年
三
月

文
政
十
三
年
冬

天
保
十
四
年

八
月
十
日

安
政
六
年
六
月

寛
政
三
年

伝
正
徳
元
年

文
久
二
年
四
月

昭
和
四
十
一
年

明
治
二
十
四
年

明
治
六
年
六
月

明
治
七
年
春

明
治
九
年
三
月

明
治
三
十
八
年

明
治
三
十
四
年

明
治
二
十
三
年

氏
子
中

和
田
屋
三
右
衛
門
　
他
四
名

杉
野
六
兵
衛
　
他
四
名

白
井
庄
左
衛
門
　
他
七
名

奉
納
者
・
願
主

明
治
十
九
年

十
一
月

伊
勢
屋
嘉
七

世
話
人
　
要
七
　
源
七

他
百
四
十
六
名

玉
村
嘉
代

鑑
尾
定
吉
　
他
七
名

香
取
源
右
衛
門
　
他
十
二
名

木
邨
忠
八
　
他
十
四
名

文
間
村
大
房
　
氏
子
等

下
ヶ

戸
村
中

玉
村
玄
瑞
　
他
十
四
名

油
職
人
中

杉
野
東
山

下
柳
宿
　
金
田
氏

油
屋
職
人
中
　
他

当
字
　
坂
本
志
ん
八
十
八
歳

文
村
　
坂
本
志
ん

大
房
村
　
野
口
氏

藤
井
春
川

春
川

作
者

筑
波
郡
上
萱
場
村
山
下
よ
し

他
九
名

細
田
し
か
　
他
二
十
六
名

石
橋
松
太
郎

太
助

玉
峨

玉
峨

玉
峨

玉
峨

春
川

藤
原
雲
蜂

杉
野
東
山

藤
原
周
忠

伝
狩
野
元
信

古
川
高
之
助

田
中
路
人

布
川
た
こ
や

齊
藤
良
郷

名
称

八
岐
大
蛇
退
治
絵
馬

神
功
皇
后
と
武
内
宿
祢
絵
馬

天
の
岩
戸
絵
馬

張
良
吹
笙
絵
馬

宇
治
川
先
陣
争
い
絵
馬

能
楽
石
橋
絵
馬

神
功
皇
后
と
竹
ノ
内
宿
祢
絵
馬

搾
油
絵
馬

水
難
救
助
絵
馬

杉
野
嵩
雲
絵
馬

布
川
河
岸
絵
馬

鶴
・
孔
雀
絵
馬

桃
園
結
義
絵
馬

繋
馬
絵
馬

韓
信
股
く
ぐ
り
絵
馬

龍
絵
馬

雨
乞
い
絵
馬

雨
乞
い
祈
願
絵
馬

常
盤
御
前
絵
馬

牛
若
丸
修
行
絵
馬

道
了
尊
参
拝
絵
馬

道
了
堂
全
景
絵
馬

紺
屋
絵
馬

間
引
絵
馬

女
人
祈
願
絵
馬
（

四
）

祈
願
絵
馬
（

二
）

祈
願
絵
馬
（

一
）

女
人
祈
願
絵
馬
（

三
）

女
人
祈
願
絵
馬
（

二
）

女
人
祈
願
絵
馬
（

一
）

蛟

蝄

神
社

奥
の
宮

布
川
神
社

所
蔵

絵
馬
目
録

飛
天
図
（

一
）

飛
天
図
（

一
）

女
人
講
絵
馬
（

二
）

女
人
講
絵
馬
（

一
）

水
神
出
し
絵
馬

諏
訪
神
社

水
神
宮

早
尾
天
神
社

徳
満
寺

蛟

蝄

神
社

門
の
宮



 

 

 

 

  

協
力
者
一
覧 

本
企
画
展
の
開
催
、
図
録
の
作
成
に
あ
た
り
所
蔵
者
の
方
々
を
は
じ
め
、
次
の
方
々
よ
り
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。
（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

 

町
内
神
社
仏
閣 

蛟
蝄
神
社 

 
布
川
神
社 

 

金
刀
比
羅
神
社 

 

諏
訪
神
社 

 

早
尾
天
神
社 

 
 

押
付
本
田
水
神
宮 

 

徳
満
寺 

 

来
見
寺 

 

泉
光
寺 

絵
馬
デ
ジ
タ
ル
化
・
絵
馬
展
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

香
取
達
彦 

 

古
田
吉
光 

 

白
井
清
司 

 

二
木
祥
子 

 

中
澤
則
明 

 

髙
橋
勝
正 

 

奈
良
浩
伸 

  

主
な
参
考
文
献 

 

・『
利
根
町
の
絵
馬
』
利
根
町
教
育
委
員
会 

 
 

・『
絵
馬
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
。
現
存
最
古
の
絵
馬
は
ど
こ
に
あ
る
か
。
』 

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
共
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
提
供 

更
新
日
時 

平
成
二
七
年
三
月
二
九
日
） 

・
『
神
道
名
目
類
聚
抄
』
巻
三 

桜
園
書
院 

 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

・
『
今
様
職
人
尽
百
人
一
首
』
米
山
堂 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

 
 

・
『
柳
田
國
男
集 

定
本 

第
二
七
巻
』
筑
摩
書
房 

  

発
行 

 
 

令
和
五
年
六
月
十
二
日 

  

編
集
・
発
行 

 

利
根
町
教
育
委
員
会 

  

表
紙
：
布
川
河
岸
絵
馬 

裏
表
紙
：
雨
乞
い
祈
願
絵
馬 



 

裏
表
紙 


